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大津皇子の被死らしめらえし時に磐余の池の堤にして涕を流して作りませる歌一首 

百傳    磐余池尒    鳴鴨乎   今日耳見哉   雲隠去牟 

ももつたふ 磐余の池に   鳴く鴨を  今日のみ見てや 雲隠りなむ 

ももつたふ いはれのいけに なくかもを けふのみみてや くもかくりなむ 

（枕詞）  磐余の池に   鳴く鴨を  今日最後に見て 私は死んでいくのだろうか 
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